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健聴児と聴覚樟害児による作文の比較一理由の表現一
田中優子牢
本研究は健聴児と聴覚障害児の作文における理由の表現の使用傾向を比較するものである。聴覚障害児の作文では，
高等部の生徒であっても 理由を説明するときに「なぜならば~だからですJi理由は~からですJi ~からです」と
いった小学部で覚えた定型的な形の表現を多用する傾向がある。その原因を探るべく，健聴児と聴覚障害児の作文に
おける理由の表現の使用傾向を分析した。その結果，健聴児は小学校から中学校，高校と学齢が上がるにつれて定型
的な表現を使う割合が減り，様々な理由の表現を使うようになっていくのに対して，聴覚障害児の場合は学齢に応じ
た伸びも健聴児ほどではなく，全体に定型的な表現に依存する割合が非常に高いことがわかった。一方，健聴児の場
合は，小学生は定型的な表現を多く組み合わせた基本に忠実な作文が多く，その後学齢が上がるに従って表現力が広
がり，洗練されてしhく様子が見て取れた。
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I 需題の所在と目的
聴覚障害児は耳から入る情報の不足というハンデのた
めに，言語感覚を養い，語葉や表現をその使い方も含め
て習得していく機会が健聴者と比べると不足しがちであ
る。障害者基本法が改正され 聴覚障害児の大学進学率
も増えている。健聴者と同じように学び，働き，開かれ
た場で自分の考えや思いを周りに伝えていくためには，
表現力の充実が一層求められる。そのためには『学習指
導要領解説Jにもあるように(文部科学省， 2010)， 
「目的や場に応じた言葉の適切さや美しさについての感
覚を洗練Jしていかなければならない。呉体的には，聴
覚障害児の表現上の弱点を明らかにし 克服するための
方策を考える必要がある。特に高等部の生徒には学齢に
応じたより高度な言語感覚が求められる。聴覚障害児が
学齢が上がるほど複雑な構文を理解する力があることは
津・勝又 (2001)でも検証されている。また，椙津・左
藤・四日市 (2007)でも，聴覚障害児には適切な形で'情
報を与えれば援雑な構文の理解力が向上することが報告
されている。
田中 (2016，2017)においては，聴覚障害児の作文
指導について報告している。これらの研究では，およそ
1年間の授業の記録の中でも高等部の生徒の誤用が特に
多かった理由の表現について誤用例を紹介し，指導法を
提案した。調査の対象となった授業の受講者は6人であ
り，その授業の中では筆者が提案した指導法は一定の成
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果を上げたが，この人数を対象にした研究は侶別の事例
研究の域を出ない。しかしながら 生徒達の誤用にある
傾向が見られるのは確かであり そのクラス以外の生徒
にもその傾向は同様に見られた。
筆者が特に注目したのは 理由の表現における「なぜ
なら~からですJi理由は~ことです/からですJと
いった，定型的な表現を多用する傾向である。さらに，
これらの定型的な表現を使おうとして誤用が発生する
ケースが聴覚障害児の作文に多く見られることも田中
(2016)では報告した。これらは一般に理由を説明す
る文型として初等教育において習得されるものだが，中
学生，高校生と学齢が上がるに従って表現力も豊かにな
り，上記以外にも様々な表現を用いて理由を説明するこ
とができるようになる。しかし 聴覚障害児の場合は耳
から入る情報の絶対量が少ないため 健聴児と比べると
言語の習得には函難を伴う。そのため，初等教育におい
ては特に基本的，定形的な表現を繰り返し覚えさせる努
力が教育現場に求められる(佐坂， 2014;谷口，
2013)。その後，健聴児であれば自然と増えていく表現
のバリエーションが聴覚障害児には伺じようには見られ
ず，初等教育で覚えた文型を忠実に使おうとし，場合に
よっては単調な文章や 文法的に無理のある文を作る場
面も出てくるのではないか。これが筆者の立てた仮説で
ある。この仮説を検証するために 聴覚障害のある児
童・生徒と健聴の見童・生徒の作文における理由の表現
の使用状況を比較分析することにした。なぜ聴覚障害児
が定型的な表現を多く使うのかを知ることで，より適切
な指導を確信をもって行うことができると考える。また，
各学齢の聴覚障害児と同学齢の健聴児が使う表現の比較
を行うことにより どのくらいの学齢でどういった指導
を行えばよいかも見えてくるはずである。このようなこ
とを呂的とし，本研究に着手した。
E 研究方法
1 .手続き
調査は 2016年6月から 8月の聞に依頼先の学校へ調
査用紙を配布し，それぞれの学校の教室において一斉に
記入という方法で行った。調査対象者は聴覚特別支援学
校の小学部5，6年生(以下， I聴小5，6Jとする)22 
名，中学部上 2年生(以下， r聴中 1，2Jとする)31 
名，高等部 l年生(以下， r聴高 1Jとする)24名，普
通校の小学5年生(以下， r小5Jとする)40名，中学
l年生(以下， r中1Jとする)39名，高校 1年生(以
下， r高 1Jとする)40名である。聴覚特別支援学校は
l学年の人数が少なく 健聴の学校の lクラス分にも満
たないため，小学部と中学部は2学年にまたがって調査
を行った。各校・各学部の国語担当教員を中心に協力を
仰ぎ， A4の誠査票 l枚に 2種類の作文を書くように指
示を出してもらった。時間は20分程度とした。本稿で
扱うのは下記の課題に対する回答である。
あなたが好きなこと，好きなものについて書いてくださ
い。どうして好きなのかも書いてください。たくさん書け
る人はできるだけくわしく書いてください。
小中高の児童・生徒達が同テーマで書いた作文を比較
するために，どの学齢でも書けるテーマを選んだ。集め
た調査票は電子化し，一文毎に Excelで入力し，誤用
と理由の表現やその他の表現をチェックし，分類，集計
した。
2.表現の分類方法
本稿では円 問題の所在と目的」でも述べたように，
理由の表現において定型的な表現の使用傾向に注目した
いと考えている。そこで，特に理由の表現の最も定型的
な形と考えられる「なぜなら~からですJi理由は~か
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らですjや， rなぜ、ならJí理由はJ を伴わない í~ から
ですjなどの定型的な表現とそれ以外の表現に大きく分
け，それぞれを表現の形でさらに細かく Tablelのよう
にAからNに分類した口この分類は筆者独自の分類であ
るが，I (なぜなら)~からですJ iのでJiからjは理由
を表す表現として日本語教育のための辞典(グループ・
ジャマシイ， 2003)にも説明があり，特に I(なぜな
ら)~からですj は外国人向けの日本語の教科書でも初
級で扱うものである(スリーエーネットワーク，
1999 ;スリーエーネットワーク 2006)ことから，定
型的な理由の表現と考えて差し支えないと判断した。こ
れらの分類は形によるものであると同時に文章の中で理
由の説明をどう行うかも示している。 A~E を使う場
合は文章のはじめに何かが好きな理由を述べる文章構成
になる。Fは複数の理由あるいは長い理由やその背景を
述べていって，最後にまとめる形で使われる。Mは
「理由JiきっかけJという言葉や 理由を表す助詞の
「てjなど，理由を示すマーカーはあるが，一つの形に
収めきれない[その他」とでもいうべきもので，書き手
が意識して表現に多様性を持たせていることもうかがえ
る。 Nは特に理由を示すマーカーはないが，何が理由
かは文章を最後まで読むとわかるような書き方がされて
いるものである。これらの分類はまた，それらの表現の
使いやすさ，難易度とも対応している。 A~C は最も
基本的な形で使いやすい。「私は00が好きです。それ
は~からです」という Dはその前に述べた理由を「そ
れJで受ける形なので A~C と比べると少し使いに
くさがあるのではないかと推測される。Eは最初に ro
0が好きですj と述べた理由を r~ から好きですj と書
く場合， r好きです」を続けて二回使っても不自然にな
らないように文のバランスを考えて使う必要があるため，
多少使い方が難しくなる。Fは複数の理由ゃある程度の
長さの説明をまとめるときに使う表現なので，説明が長
くなる分，文も複雑になり，より高度な語糞力や表現力
が求められる。 M.Nは敢えて定型的な理由の表現を
避けて表現する応用版と考えられ，使いこなすにはある
程度の表現力が必要になる。
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Table1 理由の表現の種類
A r"，からですj型
B fなぜなら~からですJrなぜかというと~からですJrどうしてかというと~からですj型
c f理由は~からです」型
D fそれは~からですj型
E r"，ので好きになりましたJr '"から好きです」型
F fこのような理由で'"がすきですJrだから好きですj等まとめ型
M その他のマー力一げきっかけは~ですJr ...てJr ........も理由の一つですJr敢えて理由を
挙げるなら~があるJ等)
N マーカーなし(f楽しいですJrいいです」等)
X 理由の説明なし
Table2理由の表現の学齢別使用状況
一-----下表現の種類※
対象 使用状況________ A B C D E F M N 計
小5 延べ語数 17 30 
使用率(%) 20.2 35.7 
聴小5，6 延べ語数 15 14 
使用率(%) 41.6 38.9 
中1 延べ語数 13 9 
使用率(%) 27.1 18.8 
聴中1，2 延べ語数 30 11 
使用率(%) 56.6 20.8 
高1 延べ語数 2 4 
使用率(%) 4.7 9.3 
穂高1 延べ語数 3 8 
使用率(%) 21.4 39.3 
※表現の種類はTablel'こ従う。
E 結果及び考察
表現別使用率
Table2はTablelの分類に基づき 学齢別に理由の
表現の使用状況をまとめたものである。 Xに分類された
ものはその作文において理由の説明がなされていないた
め，分析対象からは外した。使用された理由の表現 (A
~ N)それぞれの学齢毎の延べ語数とその使用率を
パーセンテージで示した。各表現の使用率は各学齢で使
用された全表現の延べ語数の合計を分母とし， A~N
それぞれの表現の延べ語数を分子として計算した。この
Table2で学齢毎に健聴児と聴覚障害児の理由の表現使
用の傾向を見比べていくと かなりはっきりした傾向が
見て取れる。まず，健聴克のみの傾向を学齢が低い方か
ら見ていくと，次のようなことが言える。
①A， B， Cの合計の使用率が小5は66.6%，中
l は62.6%，高 1は21.0%と，学齢が上がるに
つれて低くなっている。
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ノミーセンテージは小数第一 を四捨五入
②逆にNの使用率は小5で0.0%，中 1は6.2%，
高 iは39.5%と 学齢が上がるにつれて高く
なっている。
③各学齢全体で使用された表現の種類は小5は6種
類，中 1は7種類，高 lは8種類と学齢が高くな
るほど使う表現の種類が多くなる。
④後数の理由を述べた後にまとめる Fの型の使用は
高 Iに多く克られる。
次に，聴覚障害児のみの理由の表現使用の傾向を伺様
にまとめると次のようになる。
⑤A， B， Cの合計の使用率が聴小 5，6では
94.4 %，聴中 1，2では 90.6%，聴高 iでは
64.3%と，学齢が上がるにつれて低くなってい
るが，どの学齢も健聴児と比べるとその使用の割
合はかなり高い。
⑥Nの使用率は全体に健聴児と比べるとかなり低い。
⑦Fの使用率も全体に健聴児に比べると低い。
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Table3理由の表現の児童・生徒一人あたりの平均使用語数
対象(人数) 小5 聴小5，6 中1 聴中1，2 高1 聴高1
表現 _______ (40人) (22人) (38人) (30人) (38人) (20人)
延べ語数
平均使用語数
84 
2.1 
36 
1.6 
③Eの使用は聴高 lのみで見られ，聴小5，6と聴
中1， 2では克られない。
⑦各学齢全体で使用された表現の種類は聴小5，6
と聴中 1， 2では5種類，聴高 lでは7種類と，
健聴児に比べると全体的に少ない。
上記の①~①から健聴児と聴覚障害児それぞれの傾向
について次のようなことが言える。健聴児については
A: I ~からです J B: Iなぜならば~からですJC: I理
由は~からですJといった定型的な理由の文型の使用率
は学齢が上がるとともに減少し，表現に多様性が見られ
るようになり，定型的な理由の表現に分類される表現を
使わずに理由を説明する表現力が中学生から高校生と段
階を踏んで育っていくと言える。また，複数の理由や事
情を説明し，最後にまとめるような文章構成もできるよ
うになる。一方，聴覚障害児の場合も同じ傾向が見られ
はするが，表現力の発達は健聴児と比べて緩やかであり，
定型的な表現への依存の割合も全体的に高い。この結果
は筆者が iで述べた仮説に矛盾しない。
2.使用例
ここまで Tablelの分類に従い 表現別の使用率を見
てきたが 一つの作文の中で複数の理由の表現を使って
いる作文もある。児童・生徒一人あたりの理由の表現の
平均使用語数をまとめると Table3のようになった。こ
の数値は各学齢で使用された理由の表現の延べ語数を各
学齢の人数 (Xに分類されて分析から外した人数を除
く)で割ったものである。これを見ると，小5は一作文
中での理由の表現の使用が多いことがわかる。これはな
ぜか。具体例をもとに考察する。
小5の作文には全体的に，次の例 lのように理由の表
現を重ねて使って説明する作文が他よりも多く見られた。
例 lは特に多くの理由の表現を一作文中で使っている例
であるが， Iなぜかというと~からですJの文の後に
「なぜたおしていくのが好きかというと，ため，が
好きになりましたJと続く 。ここで「なぜ~というとj
という Bの表現を重ねて使っている。基本に忠実に定
型的な表現を重ねて使い，なるべくたくさん正確に説明
しようとしている可能性があり，小学生なりの工夫とも
48 53 43 28 
13 1.8 1.1 1.4 
1:2 
平均使用語数は小数点第二イ立を山恰Ji入
考えられる。さらに「好きということの lつですJに続
き， I理由の lつですjと， J31jの理由の表現Mを使って
変化をつけているが，ここでも I~ の 1 つですj という
文末表現を重ねて使っている口最後に「このようなよい
点がいろいろあるので~が好きですjという Fのまと
め型で文を終えている。小学生なりに自分の使える表現
を駆使し，変化をつけようという意図が感じられ，今後
の表現力の広がりが予想される作文である。Table2か
らもわかるように 小5は聴小5.6より定型的な表現
を使う割合が低く， Nの使用はないものの， EやFな
ど，比較的難易度の低い定型以外の表現を使って変化を
もたせていると考えられる。このように定型的な表現や
比較的難易度の低い表現を重ねて使い，基本に忠実な形
で書こうとしていたのが，だんだん記述力や語糞力がつ
くにつれて，余計な重複を省き，他の表現で言い換え，
適切な短い言葉で簡潔に表現することもできるようにな
る。その結果，同一作文中の理由の表現の複数使用が
減っていくのだと考えられる。これは小学生のときから
の基本に忠実な姿勢がベースとなってできることだと推
測される。それが中学生から高校生へと表現力を上げ，
高 lではまとめ型の Fや難易度の高い Nの使用が増え
ている。小学生から中学生への時期は特に子供たちの表
現力の大きな変わり目であると言えよう。それは学校に
おける中学生の学齢に合った指導により，生徒の書く力
が上がることによると思われる。
ところが，聴覚障害児の場合は聴小5，6の段階でも
小5のように表現を重ねて多くを述べることはなく，全
体に文章も短い。下の例 2は聴小 5，6の中では比較的
長い作文例であるが，それでも小5に比べると短いD 例
lの小5の作文では，同じ表現の重複は見られたが，理
由の表現に変化をつけようという意識が感じられた。し
かし，例 2では，前半でAを使い，後半でDを使って
いるところで変化をつけようとしている可能性はあるも
のの 二つの好きなものを問に接続詞を入れることもな
く，伺じような構成の文を並べて書いており，表現に変
化をつけようという意識の働きはあまり感じられない。
また，聴覚障害児の場合は上述の⑤のように聴中 1， 2 
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から聴高 lと学齢が上がっても健聴児と比べると定型的
な表現の使用率が高い。さらに， Table2からわかるよ
うに，複数の理由を述べていって最後にまとめる Fの形
は健聴児の場合は小5 中 l 高 lすべてで使われてい
るが，聴覚障害児の場合は聴小5，6では使われていな
い。おそらく，小学部の段階では健聴児と比べると様々
な理由を重ねて書くのに必要な語葉がまだ不足しており，
そこから先に表現を磨いていくことができない，あるい
は磨き方が少なくなってしまうのであろう。
例3と例4は文字数がほぼ同じであり，どちらもお菓
子についての作文である。高 1が書いた例3における理
由の説明は分類上は Nで分類しているもので，理由の
表現を特に使わずに ふ菓子が好きな理由を巧みに述べ
ている。例4も聴高 iの作文の中では比較的よく書けて
いるほうで，真面目にきちんと書かれており，聴小5，
6や聴、中 1， 2に比べれば抽象語桑も多く使われている
が，例3と比べると表現の広がりに欠ける印象を受けるc
I~ からですj という A の定型的な表現が短い文章の
中で3回も使われていることがその原因のーっと考えら
れる。聴覚障害児の作文例は例 2と例4は構造が似てい
る。例4の方が学齢が高い分 語繋は豊富であるが，ど
ちらも好きなことや好きなものを複数挙げ，理由の表現
にもあまり変化がなく 笛条書き的な印象を与える D
このように見ていくと iで筆者が述べた仮説の通り，
聴覚障害児は高等部でも，初等教育で覚えた定型的な表
現を多く使う傾向があり 小学部での語桑カは子どもが
文章を書く力の基盤となり その後の表現力の伸びを大
きく左右すると考えられる。聴覚障害児の場合は耳から
入る情報が少ない分，語棄を覚えるのに健聴児よりも時
間がかかる。その分，中学部，高等部でも新しい語桑や
より難易度の高い表現を継続的に覚えさせていくことが
必要であろう。
[f:ylj 1 :小5の作文例] ※各例の分類を下線部前に示す。
ぼくはペンピンという遊びが好きです。(Il)なぜかというと，いろいろな工夫をして棺手のペ
ンをどんどんたおしていくからです。(引なぜたおしていくのが好きかというと，ぼくはしょう
き会が大好で(1.:)そのため ペンをたおしたりするということが好きになりました。また，いろい
ろな組み合わせ方によっても強さがちがったりする(刊のも好きということのlつです。
さらに，組み合わせ方によっても強さがちがうことから，毎回毎回強さがかえられるため，
あきないというの('，1)も理由のlつです。最後に ペンの打ち方やペンの重さなどそのペンが
持っている特色が生かせるということも好きという理由のlつです。
(ド)このようなよい点がいろいろあるので，ぼくはペンピンという遊びが好きです。
[例2:聴小5，6の作文例(注:誤用はそのままにする。)] 
ぼくが好きな食べものは，おさし身です。とてもあまいししよう油をかけると，おいしくな
る川)からです。
ぼくが好きな乗り物は，船です。(1))それは，すずしいし楽しめることができいからです。
[1Y~ 3 :高lの作文例}
川)サクッとした食感と，口の中に広がる黒糖の甘み。軽く食べられるあの駄菓子，ふ菓子が
私は好きだ。最初に彼と出会ったのは まだ幼稚園年小の頃。祖父が買ったふ菓子を一口も
らったのだ。その当時からポップコーンや納豆 生ネギなど 祖父の好んで食べていたものは
大体私も好んで食べていた。だが ふ菓子だけは別措だった。 川まるで生まれる前から運命で
出会うことが決まっていたような，はじめて逢ったのにどこか懐かしい昧。私はもう，彼がい
なくては生きていけないだろう。
[例4:聴高 lの作文例] (注:誤用はそのままにする。)
私が好きなものは，お菓子です。お菓子は心をリラックスした状態にしてくれますし，幸せ
な気分にしてくれます。また初対面の人ともお菓子をきっかけとして親交を深められる(.¥ ) 7J)
らです。
好きなことは音楽鑑賞と読書です。
音楽鑑賞は音楽を聞きながら歌詞に共感してみたり，また想像力を膨ませることで心が豊か
になれる (九)からです。
また，読書をすることは他人の考えを知ったり，自分の世界観や価値観，倫理観など様々な
視点を広げてくれたりするなどと見識を備えられる (八)からです。
、 ， 、 ，??
3 考察
以上のことから，理由の表現に関して，聴覚障害児が
健聴児に劣らない表現力を身につけていくためには，学
齢毎に次のような指導が必要と考える。
①小学部では Tablel の A~C のような定型的な
理由の表現を習得させた上で，それらを種類多く
使って長めの文章を書く練習をする口
②中学部では意識して Tablel の A~C 以外の表
現を覚えさせ，練習させる。耳から自然に入る情
報が少ないので，例を豊富にそろえ，ある程度パ
ターン練習をさせていく。
①高等部では中学部までに覚えた様々な表現を意識
的に使うことを練習させる。表現に変化をもたせ
るために，同じことを何通りもの言い方で表現す
る練習も有効と思われる。
聴覚障害児への教育は健聴児に対するものと比べると
時間もかかり，一朝一夕にはし功3なし1かもしれない。小
学部から高等部までの年月をひとまとまりで考え，最終
的な白標を掲げて教育指導していくことが肝要である。
そのためには学部関の引継ぎが欠かせない。なお，この
ような指導には毎週書く練習をする時間が必要と思われ，
時間のやりくりが難しいという問題はある。高等部の国
語総合や現代文の時間は 1. 2年生は週に 2時間。聴覚
障害児の国語教育においては，英語の Writingのよう
に，作文や文章表現の時間が月IJに設けられればと痛切に
思う。
N 今後の課題
今回の理由の表現の分析内容とは視点が異なるが，聴
高 1が書いた例4では 「私が好きなものはjと始めた
後，次の段落で接続詞もなく唐突に「好きなことはJと
続き，まったく別のことについて述べている。聴小5，
6が書いた例 2も問機である。このような作文は聴覚障
害児に多く晃られた。今回は「好きなこと，好きなもの
について書いてくださしリという課題の出し方であった
ため，そのような答え方になったと思われる。これは
「好きなことJと「好きなもの」それぞれについて書け，
という意味ではなく，それが「ことjであっても「も
のjであってもいいという意味であり，多くの児童・生
徒はそのように受け取っていたようだが，一部の児童・
生徒は両方について書かなければならないと受け取った
のかもしれない。課題の出し方をもっと工夫する必要を
感じた。作文の中に複数の「好きなものjあるいは「好
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きなことJを書いている例は小5で9例，聴小5，6で
はI例，中 1ではO例，聴中 1， 2では 5例，高 1では
O例，穂高 lでは4例であった。小5でも両方を並べて
書いている例はあったが， r次にJrまたJなど，接続認
を入れているものが多かった。読み手に違和感を与えな
いように書こうという意識が働いているということであ
る。つまり，出された課題の読み取りそのものも健籍児
の方が正確であったと言える。河野 (2008)では「伝え
たしリ気持ちを引き出すために聞き方を変えることも必
要だと述べているが 出された課題をどう読み取り，ど
う広げるかという力も学齢に応じて青っていくべきもの
であり，その力が聴覚障害児に不足しているのであれば
指導していかなければならないだろう。今後の課題であ
る。
本稿では理由の表現の分析のみ行ったが，今回の調査
データからは他にも様々な知見が得られると思われるた
め，引き続き分析と考察を重ね，発表の機会を持ちたい
と考えている。
(本研究は， JSPS科研費 16H00271の助成を受けた
ものである。)
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A Comparison of Deaf children and Hearing children in writing 
: About Expressions of Reason 
Yuko TANAKA * 
The purpose of this paper is to compare the expressive proficiency of deaf and hearing children ，九rhenthey express 
some reasons in writing. Compositions of 77 deaf children and 119 hearing children in elementary school， juniol・high
school and high school ，vere compared and <lnalyzed. The result showed that the deaf chilclren use Slelでotyped
expressions as “because" more than hearing chilclren.The most popu!ar stereotypecl expressions are “nazenaraba'" 
karadesu" . riyuuwa'" karadesu" ancl .…karaclesu" . Jn Japanese， there are various conjunctions ，hich are usecl to 
express reason ancl without such conjunctions， itis possible to express reason. But mostly deaf children learn some 
stereotyped conjunctions in elementary school then continue to use the same conjunctions ah¥'ays. The hearing children 
use more various expressions as they grow older but in comparison with them， the expressive proficiency of the deaf 
children are not so improved as he加、ingchildren. This tendency showed that the deaf children need the composition 
exercise 10 use various expI・essionsconsciously in writing and the teachers need to have the same aim to cultivate the 
pro五ciency()f deaf children from elementary school 10 high school together. 
Key Words: Conjunctions which express reason， Composition， Deaf chilclren， Stereotypecl expressions 
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